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奈良県教育委員会

１．奈良県の調査結果について

全国学力・学習状況調査 小学校国語Ｂ
平均正答率と無解答率

後半の設問になるにしたがって、全国平均と比べて、平均正答率とともに
無解答率が増える傾向が見られる。

領域別の弱点など、自校の児童の状況を
把握し、全教員で共有することが重要。



奈良県教育委員会

１．奈良県の調査結果について

奈良県学力・学習状況調査（中学１年生） 調査結果

平均正答率
63.9％

平均正答率
50％未満

24.3％
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身に付けたい力

単元を構想する上で重要な視点
～三者の有機的な関連付け～

言語活動 教 材

２．指導改善のポイント

①指導事項を
踏まえて

②明確に
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２．指導改善のポイント

出題の趣旨

学習指導要領における領域・内容

報告書の活用

（平成30年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語）
＝指導事項
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

出題の趣旨を確認した上で、授業を実践
して児童に付けたい力を付ける。
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

奈良県
82.3％

奈良県
77.7％
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

奈良県
32.1％
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

五
年
「
意
見
と
理
由
を
聞
き
取
ろ
う
」
（
東
京
書
籍
）
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

五
年
「
意
見
と
理
由
を
聞
き
取
ろ
う
」
（
東
京
書
籍
）

〈
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
〉
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

五
年
「
明
日
を
つ
く
る
わ
た
し
た
ち
」
（
光
村
図
書
）
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２．指導改善のポイント

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

五
年
「
明
日
を
つ
く
る
わ
た
し
た
ち
」
（
光
村
図
書
）

例えば、この単元で付けたい力が児童に付いたの
かを確認、評価するために、調査問題を活用する。
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２．指導改善のポイント

（平成30年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例 小学校 より）

調査問題の趣旨と授業における目標との関連



調査問題の趣旨と授業における目標との関連

２．指導改善のポイント

平
成
28
年
度
調
査

国
語
Ｂ

奈良県教育委員会
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奈良県
47.1％

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

出題の趣旨を確認した上で、授業を実践
して児童に付けたい力を付ける。

２．指導改善のポイント
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五
年
「
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
書
こ
う
」
（
光
村
図
書
）

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

２．指導改善のポイント
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五
年
「
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
書
こ
う
」
（
光
村
図
書
）

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

２．指導改善のポイント



奈良県教育委員会

五
年
「
資
料
を
生
か
し
て
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う
」

（
東
京
書
籍
）

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

２．指導改善のポイント
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五
年
「
資
料
を
生
か
し
て
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う
」

（
東
京
書
籍
）

調査問題の趣旨と授業における目標との関連

例えば、この単元で付けたい力を児童に確認させ
るために、単元の導入で調査問題を活用する。

２．指導改善のポイント



言語能力の育成を図るため、各学校において
必要な言語環境を整えるとともに、国語科を
要としつつ各教科等の特質に応じて、児童の
言語活動を充実すること。

奈良県教育委員会

児童に育成を目指す資質・能力を定着させるため

○ 国語科で身に付けた資質・能力を、各教科等で言語活動を
通して定着させる。

○ 全ての教科等で、「本時（本単元）の目標を達成するには、
どのような言語活動が効果的か」を考えて実践する必要がある。

〈国語科をはじめ、
全ての教科等における言語活動の充実〉

（小学校新学習指導要領 総則）

３．児童の資質・能力の育成と定着のために
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他教科等との連携

３．児童の資質・能力の育成と定着のために

文部科学省「言語活動の充実に関する指導事例集」【小学校版】より
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３．児童の資質・能力の育成と定着のために

語彙を豊かにする指導の改善・充実に向けて

「
言
葉
の
宝
箱
」
（
光
村
図
書
）
二
年
～
六
年


